




(３)                  キックオフ            ２０１０年 ７月 １日

特
養
ル
ミ
エ
ー
ル
で
の
虐
待
を
内
部
告
発
し
た

六
年
間
の
裁
判
、
勝
利
で
終
わ
る

虐

待

内

部

告

発

に

至

る

経

緯

二
〇
〇
四
年
六
月
頃
、
札
幌
市
白
石
区
内
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
ル
ミ
エ
ー
ル
に
お
い

て
入
所
者
に
対
す
る
虐
待
が
頻
発
す
る
事
態
と

な
り
、
パ
ー
ト
職
員
の
多
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
同

僚
に
よ
る
虐
待
の
事
実
を
施
設
長
に
進
言
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
施
設
側
は
な
ん
ら
虐
待
防
止

の
対
策
を
講
じ
な
い
ば
か
り
か
、
多
田
さ
ん
に

対
し
施
設
ぐ
る
み
の
嫌
が
ら
せ
を
開
始
し
た
の

で
す
。

札
幌
地
域
労
組
は
こ
の
ま
ま
で
は
多
田
さ
ん

が
潰
さ
れ
る
と
判
断
、
他
の
職
員
の
協
力
も
得

て
、
裏
を
取
れ
る
五
件
の
暴
行
事
件
に
絞
っ
て

札
幌
市
へ
内
部
告
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け

調
査
に
入
っ
た
札
幌
市
は
、
虐
待
と
疑
わ
れ
る

ケ
ー
ス
を
含
む
不
適
切
行
為
が
五
〇
件
あ
っ
た

と
発
表
し
、
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

公
和
会
（
長
沼
政
幸
理
事
長
）
に
虐
待
問
題
で

は
全
国
初
と
な
る
改
善
命
令
を
出
し
ま
し
た
。

逆

ギ

レ

提

訴

は

施

設

側

の

完

敗

施
設
は
虐
待
事
件
の
打
ち
消
し
を
狙
っ
て
、

内
部
告
発
者
で
あ
る
多
田
さ
ん
や
事
件
を
報
道

し
た
北
海
道
新
聞
を
名
誉
毀
損
で
訴
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
裁
か
ら
最
高
裁
ま
で
「
組
合
が
内

部
告
発
し
た
五
件
の
虐
待
は
事
実
」
と
一
貫
し

て
判
断
し
、
虐
待
の
事
実
は
確
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
平
行
し
て
争
わ
れ
た
利
用
者
家

族
が
施
設
を
訴
え
た
裁
判
で
も
「
施
設
職
員
に

よ
る
原
告
の
母
親
へ
の
暴
行
は
事
実
」
と
し
て

判
決
が
確
定
し
て
い
ま
す
。

反

訴

請

求

裁

判

も

勝

利

職
場
ぐ
る
み
の
い
じ
め
に
対
し
、
〇
四
年
十
二

月
、
内
部
告
発
者
で
あ
る
多
田
・
坂
本
両
名
は
、

施
設
側
に
よ
る
い
じ
め
に
つ
い
て
慰
謝
料
支
払

い
を
求
め
訴
え
ま
し
た
。
〇
七
年
の
札
幌
地
裁

は
、
施
設
側
か
ら
の
嫌
が
ら

せ
は
「
受
忍
限
度
の
範
囲
」

と
し
て
請
求
を
退
け
ま
し

た
。〇

八
年
の
札
幌
高
裁
は

施
設
側
に
は
「
虐
待
の
真

相
を
究
明
す
る
義
務
」「
内

部
通
報
者
を
保
護
す
る
義
務
」

「
外
部
通
報
し
た
場
合
も
不

利
益
を
与
え
な
い
義
務
」
の

三
つ
の
義
務
が
あ
る
と
し
て
、

こ
の
種
の
事
件
で
は
初
め
て

の
判
断
を
示
し
ま
し
た
。
そ

し
て
内
部
告
発
者
へ
の
嫌
が

ら
せ
は
、
人
格
権
を
侵
害
す

る
違
法
行
為
で
あ
る
と
認
定

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
施
設

側
が
内
部
告
発
者
を
提
訴
し

こ
と
は
違
法
と
断
じ
、
慰
謝

料
と
し
て
請
求
の
全
額
（
計
二
百
万
円
）
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

「
嫌
が
ら
せ
提
訴
」
を
認
め
た
最
高
裁

〇
九
年
の
最
高
裁
判
決
は
、
施
設
側
が
虐
待

を
否
定
し
た
上
告
理
由
を
不
受
理
と
し
ま
し
た

が
、
〇
八
年
高
裁
判
決
の
う
ち
、「
施
設
側
に
よ

る
内
部
告
発
者
へ
の
提
訴
は
違
法
」
と
し
た
部

分
を
取
り
消
し
、
慰
謝
料
の
算
定
に
つ
い
て
審

理
を
や
り
直
す
よ
う
札
幌
高
裁
へ
差
し
戻
し
ま

し
た
。

高
裁
、
施
設
側
の
イ
ジ
メ
を
再
度
断
罪

今
年
五
月
、
札
幌
高
裁
は
施
設
長
ら
に
よ
る

多
田
・
坂
本
両
名
へ
の
嫌
が
ら
せ
は
違
法
な
人

格
権
の
侵
害
と
再
び
認
定
し
、
さ
ら
に
城
田
仁

事
務
局
長
が
多
田
・
坂
本
両
名
に
対
し
、
札
幌

市
や
報
道
機
関
に
虐
待
を
内
部
告
発
し
た
こ
と

を
非
難
し
て
、
こ
れ
を
謝
罪
す
る
こ
と
を
求
め
、

そ
れ
に
応
じ
た
ら
訴
え
を
取
り
下
げ
て
や
る
と

し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
内
部
通
報
に
対
す
る

不
利
益
取
り
扱
い
禁
止
の
義
務
に
違
反
す
る
行

為
と
断
じ
ま
し
た
。

今
回
の
高
裁
差
し
戻
し
判
決
で
は
、「（
内
部

告
発
は
）
入
所
者
の
安
全
を
守
る
行
為
で
、
何

ら
非
難
さ
れ
る
点
は
な
い
」
と
の
文
言
が
判
決

文
の
最
後
に
新
た
に
加
筆
さ
れ
ま
し
た
。

勝
利
を
見
届
け
、
新
た
な
旅
立
ち
へ

虐
待
事
件
を
全
く
反
省
し
な
い
ル
ミ
エ
ー

ル
に
見
切
り
を
つ
け
、
裁
判
を
闘
っ
た
多
田

さ
ん
と
彼
女
を
支
え
た
若
宮
さ
ん
は
、
こ
の

た
び
札
幌
市
内
で
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
開
業
す

る
こ
と
に
な
り
、
皆
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
は
）

毎
日
新
聞
に
載
り
ま
し
た

↓



              キックオフ          ２０１０年 ７月 1日 (４) 

今
年
も
和
気
あ
い
あ
い
と
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
＆
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
＆
生
ビ
ー
ル
で
盛
大
に
交
流

恒
例
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
ば
ん
け
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に

て
六
月
六
日
（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

傾
斜
が
あ
る
コ
ー
ス
や
ブ
ッ
シ
ュ
が
深

い
コ
ー
ス
も
あ
り
、
ボ
ー
ル
が
紛
失
（
？
）

す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
好
プ
レ
ー
、
珍
プ

レ
ー
に
喚
声
続
出
。
プ
レ
ー
後
は
、
こ
れ

も
恒
例
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
生
ビ
ー
ル
の

食
べ
飲
み
放
題
。

参
加
の
組
合
員
は
大
い
に
ス
ト
レ
ス
を

発
散
し
、
各
組
合
・
支
部
の
仲
間
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
は
、
男
性
の
部
・
大
滝
さ
ん
、
女

性
の
部
・
長
崎
さ
ん
、
両
名
と
も
公
清
支

部
所
属
で
上
位
入
賞
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同

好
会
が
独
占
し
ま
し
た
。
大
会
参
加
者
は
、

景
品
を
笑
顔
で
受
取
り
、
一
部
は
二
次
会

へ
繰
り
出
し
た
と
か
。（
写
真
下
）

「労働者の権利講座」

１０周年記念講演会開催

当組合の顧問弁護士川村俊紀氏によ

り、定期的に継続開催してきました労働

者の権利講座も今年で満１０周年。  

そこで川村先生による記念講演をお

願いし、講演後の交流会も実施します。

・日時 ８月１０日(火)１８時３０分
・場所 自治労会館 ３Ｆ会議室

・会費 1,000円

ユ
ー
カ
ラ
部
会
い
よ
い
よ
活
動
開

始
！

参
加
者
、
募
集
中
で
す
。

五
月
十
九
日
（
水
）、
ユ
ー
カ
ラ
部
会
の

結
成
大
会
を
開
催
、
代
表
に
管
理
職
ユ
ニ

オ
ン
の
小
林
幸
一
さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。
こ
の
部
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な

経
験
を
組
合
運
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
発
足
し
ま
し
た
。

次
回
開
催
は
七
月
二
十
三
日
（
金
）
十

八
時
三
十
分
よ
り
書
記
局
に
て
開
催
し
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
将
来
や
活
動
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

六
十
歳
前
後
の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
書
記
局

の
大
島
書
記
次
長
ま
で
。

※
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
、
こ
の
た
び
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
し
た
。
札
幌
地
域
労
組
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

多数の組合員、家族の参加を! 

札幌地域労組・ビールパーティー開催のお知らせ 

と  き  2010年7月16日(金)午後7時～9時 

ところ  札幌サンプラザ 

札幌市北区北24条西5丁目  Tel758-3111 

地下鉄:北24条駅 下車  1番出口より徒歩3分 

  かいひ  ２，０００円 

              参加申込みは、７月１４日（水）までに書

記局へ

【
告

知

板
】

☆
参
議
院
選
挙
投
票
日

日
時

七
月
十
一
日
（
日
）

☆
女
性
自
衛
官
人
権
裁
判

勝
利
判
決
に
向
け
て
の
集
会

日
時

七
月
二
一
日
（
水
）

十
八
時
三
○
分
か
ら

場
所

市
民
ホ
ー
ル
第
二
会
議
室

会
費

五
百
円

☆
ユ
ー
カ
ラ
部
会

日
時

七
月
二
三
日
（
金
）

十
八
時
三
○
分
か
ら

場
所

札
幌
地
域
労
組
書
記
局

☆
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
・
月
例
会

日
時

七
月
二
五
日
（
日
）

場
所

ロ
ー
ン
ス
ケ
ー
プ
輪
厚

☆
女
性
自
衛
官
セ
ク
ハ
ラ

国
家
賠
償
請
求
事
件
判
決

日
時

七
月
二
九
日
（
木
）

十
三
時
一
五
分
か
ら

場
所

札
幌
地
裁
八
○
二
号
法
廷

※
判
決
を
受
け
て
の
支
援
者
報
告
会

日
時

七
月
二
九
日
（
木
）

十
三
時
四
○
分
か
ら

☆
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
定
期
大
会

日
時

八
月
二
七
日
（
金
）

十
八
時
三
○
分
か
ら

場
所

口
福

【
編
集
後
記
】

参
議
院
議
員
選
挙
、
七
月
十
一
日
が
投

票
日
で
す
が
、「
期
日
前
投
票
」
も
あ
り
毎

日
が
投
票
日
で
す
。

大
企
業
へ
の
税
金
を
安
く
し
て
、
消
費

税
を
大
幅
に
上
げ
て
庶
民
を
苦
し
め
る
政

治
を
選
択
す
る
の
か
。

ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
、
沖

縄
の
基
地
を
そ
の
ま
ま
許
し
、
沖
縄
県
民

を
苦
し
め
る
政
治
を
選
択
す
る
の
か
。

そ
れ
と
も
雇
用
を
守
り
、
格
差
と
貧
困

を
な
く
し
、
社
会
保
障
を
充
実
し
て
私
た

ち
働
く
者
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
政
治

を
選
択
す
る
の
か
。

い
ず
れ
も
、
私
た
ち
た
ち
の
生
活
に
直

結
し
た
重
要
な
政
治
課
題
で
す
。

投
票
の
棄
権
は
「
危
険
」
で
す
！

ぜ
ひ
、
み
ん
な
投
票
に
行
こ
う
！
（
新
）


